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戦争 は 終った が、 平和 は 到来し なかった。 人類が 待 

ち 望んで いたよう な 平和 は 到来し なかった。 それ は 遠 

い 過去に 置き ざり にされ ている。 歴史の 歩み は 早い。 

将来に 平和が あると すれば、 それ は 過去の ものと は 

異 つた 形態の ものであろう。 その 平和 を、 吾々 は、 そ 

して 人類 は、 獲得し なければ ならない の だ。 武器 は 一 

応 収められ たが、 破棄され たので はない。 ホット. ゥォ 

ァ から コ— ルド. ゥ オアに 移行した が、 この 両者 は 紙 

一重の 差で ある。 前途の 見通し はっき 難い、 というの 

が 世界の 現状で ある。 それでも、 否、 それ だから こそ 

猶更、 人類 は 新たな 平和 を 模索す るの だ。 



定 とか 国民 大会 代表 議員の 選挙と か、 其 他、 近代的 統 

一国 家への 歩み を ふみだした。 それが、 たとえ 戦乱の 

影響 もあった と は 言え、 民国 革命 後 三十 数年た つての 

こと だ。 そして 今後の 国 歩 は 更に 一 層の 困難が 予想 さ 

れる。 

中国 は あまりに 大きく あまりに 広い。 一 の 国家で あ 

るよりも 寧ろ 一 つの 社会で あると 言われた 所以で ある _ 

そこに は 特殊な 事柄が 起る。 現在、 上海に は インフレ 

の 暴風が 吹き荒れて いるが、 その 風に 直接 さらされる 

の は、 大都市と 政府ぐ らいな ものであろう。 内地の 小 

さな 町 や 農村 や 漁村な ど、 つまり 大部分 は、 さし 当つ 



I 嬉しい 一 例 を 茲に挙 ぐれば、 中国人 呉 主 恵 氏の 経 

営す る 中華 交通 学院と いうの が、 名古屋 にある。 この 

学校 は、 学内で 一 社会 を 形成す るよう な 特殊の 組織 を 

持ち、 将来 中国の 鉄道 技師と して 働き 得る だけの 能力 

を、 多数の 日本 青年が 習得しつつ ある。 

次に 文化的 提携 交流 は、 両国の 親和に 根深い 基礎 を 

与えて くれる であろう。 既に、 両国の 過去の 文化の 交 

流 は、 殊に 中国 文化の日 本への 流入 は、 充分な ほど 成 

されて いる こと、 周知の 通りで ある。 然し、 真に 要望 

される の は、 直接 現在の 思想 交流で ある。 中国が 最も 

知りた いのは、 敗戦 後の 社会 革命 途上に ある 日本の こ 



語の 障壁 は飜 訳に よって 除かれ 得る。 飜 訳書の 出版 を 

盛んにす る こと だ。 これに ついては、 中国 も 日本 も飜 

訳 権な ど のこと をうる さく は 言わな いに 違いない。 良 

書の 選択と 良心的な 飜 訳と、 この 二つの 条件 さえ 揃え 

ば、 他に 面倒な こと は 起るまい。 そして この 二つの 条 

件 は、 両国と も 容易に 具備され 得る だろう。 見通し は 

明るい。 II 其 他、 共同研究 所の 開設と か、 教授 や 学 

生の 交換と か、 方法 はいくら も あるだろう。 

ところが、 最後に 問題が 一 つ 残る。 経済 や 技術 や 医 

療 など、 実用的な 方面の こと は、 隣接の 地理 的 条件、 

生活 条件の ため、 提携 は 比較的 容易く 行われる だろう。 



の 中に 怜 ft に 身を処 している こと は、 周知の 通りで あ 

る。 —— 知識階級の 若い 人々 の 熱烈な 政治 論議が、 

往々 にして 宙に 浮く の は、 この 民衆の 智慧 を 見落して 

いる ことに 由来す るので は あるまい か。 

世界 精神と 自治 精神、 この 二つの ものの 追求に 於て、 

中日 両国の ェ リット 達 は、 堅く 結ばれる であろう。 暗 

澹 たる 不安 動揺の 世界情勢の 中に、 それ は 一 つの 灯火 

ともなり 得る。 大戦 後に 模索され る 新たな 平和 形態 は、 

この 二つの 精神に 貫かれた ものである だろうと、 否、 

それでなければ ならない と、 私 は 思う。 ここに 一 つの 

世界主義が 生れる。 



の 提唱な の だ。 これ を、 吾々 の 芸術に、 思想に、 政治 

理念に、 文化 一般に 盛り込むべき である。 自治 精神と 

世界 精神と による 世界主義、 これに 中日 両国の 人々 は 

同感す るであろう か、 否か。 同感す るで あろうと 私 は 

U.5 ずる。 
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